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オックスフォード大学、ケンブリッジ大学と 
大学空間

東京渋谷学習センター　所長　宮本文人
　今まで、英仏米の高等学校や大学を紹介していますが、その理由は、多くの人に広
く世界に目を向けて欲しいからです。そして、日本の大学入試制度は、欧米と比べる
と特異であり、高校・大学教育の発展を妨げるので、早急に改革が必要だと考えているからです。
　ヨーロッパ各地では中世に数多くの大学が創立されました。1088年創立のボローニャ大学が最古と言われま
す。オックスフォード大学とケンブリッジ大学は、それぞれ創立年を1096年と1209年としており、 2番目、 5
番目に古い大学です。二つの大学は、共に歴史のあるカレッジ※（学寮の訳もある）という組織から成り立っ
ており、世界的に特別な大学です。学部はヨーロッパの多くの大学と同じ 3年制です。権威があるイギリスの
タイムズによる世界大学ランキングをみると、2019年から2021年まで、オックスフォード大学は 3年連続 1位
であり、ケンブリッジ大学は 2位、 3位、 6位と下がっているものの、二つの大学は世界トップの位置にいま
す。
　オックスフォード大学は39のカレッジと 6つのホール、ケンブリッジ大学は31のカレッジから構成されてい
ます。入学試験は、大学ではなくそれぞれのカレッジが行います。学生はカレッジと大学の両方に所属します。
二つの大学は、教育では、通常の授業も提供しますが、数人までの個別指導を重視しており、カレッジがその
役割を担っています。
　多くカレッジは街の中心部に点在しており、大学街を形成しています。カレッジには、チャペル、食堂、図
書室、寄宿舎、教職員宿舎等があり、学生の日常生活に必要な施設が整備されています。多くのカレッジの建
物配置に注目すると、四角い敷地に中庭を囲むように四辺に建物が配置されています。このような中庭と建物
の配置はクワドラングル（quadrangle）と呼ばれます。この配置の形式は、中世の修道院の影響を受けており、
外部に繋がる門を限定できるので、中世当時の大学と街との騒動では防御が容易であった、学生の管理にも向
いていたという指摘があります。また、広い中庭を確保して敷地を有効に利用できるという利点があります。
この配置の形式は、アメリカや日本の大学でもよく見ます。英米の大学は、芝を植えきれいに手入れをし、中
庭をシンボルとして大事にします。建物の増築が必要な場合、中庭を潰して増築することはありません。一方、
日本の大学では、中庭は、物置代わり、一面雑草だらけ、建物増築の用地になる例があります。これは文化の
未熟さを示すもので、中庭等外部の空間も大事にして欲しいと願っています。
※college：日本では、「大学、単科大学」の訳を学校で教わりますが、他にもいくつかの使い方があります。
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　結婚したら「夫の氏」にかわり、会社を
寿退社することが、当然のように思われて
いた時代は、とうの昔に過ぎてしまったよ
うである。今は結婚する際に、氏を変える
ことを望まない場合もあり、婚姻届けを出
さず事実婚の夫婦も存在する。かつて、「氏」
は、「家」をあらわす「符号」であるとされ、
夫の家に嫁ぐ女は、「夫の家」の氏を名乗り、
夫の母に尽くし、嫁としての人生を全うす
ることが期待されていた。ところが今は、
結婚しても夫婦は独立して生活し、親はま
た子を育てた後の人生を謳歌しているよう
にみえる。
　それでも、「氏」は、私たちを見えない「家」
にとどめさせ、氏を改正するとなれば、家
族が崩壊するとの強固な反対派により、そ
の実現にはまだまだ長い道のりがあるよう
に思えてしまう。
　私が大学に入学し、男女雇用機会均等法
が施行され、制度上では、「男女平等」となっ
た頃、結婚をするときに氏を変更しない国
があるということを知った。もちろん、選
択肢の 1つとして氏を位置付けている国も
あれば、国家の理念に基づき妻に夫の氏を
名乗らせない、という国もあったのである
が、氏を変えなくとも結婚ができる制度が
あるということには、大いに興味を覚えた。
研究を進めていくうちに、日本における夫
婦同氏の歴史は、明治 4年の壬申戸籍に始
まり、法制度上は歴史が浅いということも
知った。しかし、日本は、明治・大正・昭
和と、戦争をくぐりぬけ、「氏」は家族の

一体感をあらわすものとして位置づけら
れ、私たち日本国民の心に深くとどまるこ
とになったのである。結婚するときは、
「〇〇家」「〇〇家」披露宴会場とされ、お
墓には「〇〇家之墓」との墓碑銘が刻み込
まれる。
　わが国における夫婦別姓論の歴史は古く
て新しい。法務省が法制審議会民法部会身
分法小委員会で夫婦別姓の検討を始めたの
は1991年 1 月のことである。その後、2001
年11月には、法務省から選択的夫婦別姓に
関する案が提出されるものの、実現される
ことはなく、現在に至るまでの約21年間、
民法は改正されないままでいる。
現行民法750条は、話し合いによる氏の選
択を可能としているが、実際は多くの女性
が夫の氏に変更をしている。これは個人の
意思による選択であるのか、社会が「その
よう」であるから、「そのように」選択し
たのか。「氏」が個人の呼称であるならば、
それぞれが婚姻前の氏を称することも可能
であろうし、「氏」が家族の名をあらわす
ものであるならば、夫婦同氏というのも 1
つの選択肢となるであろう。いずれにして
も、夫婦にとっての「氏」は、夫婦が決め
ることが必要であり、その選択肢が増える
ことは、生き方の選択肢が広がることにも
つながるのではないだろうか。子の氏の選
択等、解決すべき問題はまだ残されている
が、今後の社会の行く末をにらみつつ、バ
ランスのよい解決策が模索されることを希
望するのみである。

2020～東京渋谷学習センター客員教授

大杉麻美
客員教授（日本大学教授）

夫 婦の「氏」の
行く末は
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　本学習センターでは、高齢者福祉政策の
国際比較をテーマにした面接授業を担当し
ている。社会保障制度・政策の国際比較研
究といえば、比較的最近まで、イギリス、
フランス、ドイツなど、いわゆる欧州の大
国や、福祉国家の先進性が注目を集めたス
ウェーデンなどが、主な対象国とされてき
た。しかし、その陰に隠れがちな「小国」
において、独特の文化・伝統にもとづいて
ユニークな制度・政策が展開されてきたこ
とも見過ごせない。
　1980年代に学部生として、オランダへの
交換留学の機会を得たことがきっかけとな
り、その後も研究目的の「オランダ通い」
が続くことになった。オランダの高齢者福
祉について最初に興味を持ったのは、「専
業主婦が多い社会で、なぜ高齢者介護につ
いては家族に頼らずに施設・在宅での専門
サービスがここまで発展したのだろうか」
という点であった。出発前には、オランダ
について、地理的に北欧に近いこともあり、
スウェーデンのように男女がともに働き、
その受け皿として保育所や高齢者福祉施設
が整備されている、というイメージを抱い
ていた。しかし実際、現地に行ってみると
専業主婦が多く、働くとしても子育てや家
事に差し支えない範囲であることが一般的
であった。
　この点は、家族と社会保障の関係につい
て日本と比較する際に、北欧よりもオラン
ダの事例に共通点があり、より有意義であ
ると思われた。しかしその内実を探ってい
くと、たしかに子育てについては、親が行

うものという伝統が残されており、保育所
の整備の遅れが女性の職場進出を阻んでい
ることも指摘されていた。ところが、高齢
者の介護については、施設と在宅両面で、
専門職によるサービス体制が地域ごとに確
立されており、日本ほど家族介護の負担に
追い詰められているような悲壮感が感じら
れなかったことを記憶している。
　専門知識を得ることはもちろん重要であ
るが、その背景にある「合理的な発想」を
オランダの日常生活のなかに見出すことも
現地調査の収穫といえよう。たとえば、肉
屋でパンを買ったことがある。サンド
ウィッチ用のハムを買いに肉屋に行ったと
きに、パンを買うのを忘れたことに気づい
た。当時は小売店の営業時間が短く、パン
屋はすでに閉店していた。そわそわした私
の態度を肉屋の主に尋ねられたので、その
事情を話すと、彼は店の奥から、さっき買っ
たという食パンの袋を持って来て、ここか
ら自分の朝食分を 2枚取るから、残りをこ
の袋についている定価で買うなら譲る、と
いう提案をした。この即座にwin-win（双
方の利益となること）を生み出す発想力に
は少々驚いたが、日常の場面だけでなく、
国の社会保障政策に関する政・労・使の協
議の場でもこうした発想が活かされるのだ
ろうか、と想像すると面白い。
　放送大学の講座を受講する皆さんにも、
外国研究を行う際には、研究テーマの学び
とともに、ぜひ現地の日常生活にみられる
文化・伝統について観察することをお勧め
したい。

2019～東京渋谷学習センター客員教授

廣瀬真理子
放送大学東京渋谷学習センター客員教授

日 常の視点から
オランダ社会を観察する
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2021年度　第 2 学期

開所時間　（2021年10月以降）
新型コロナウイルス感染予防対策のため、センターでは一部利用時間を短縮し、利用制限を設けております。
主な時間帯は以下のとおりですが、感染状況等により変更となる可能性がありますので、ご利用前に必ずセンターホームページで
ご確認ください。なお、ご利用は事前予約制です。

※1　証明書発行、学生証発行については郵送でも受付しています。
※2　面接授業期間終了後に緊急事態宣言等が出た場合は、電話受付時間を変更する場合があります。
※3　終日センターの講義室で行う面接授業の受講生は、昼食に限り利用可能です。
※通常期間の開所時間については、利用の手引きをご覧ください。
※事前予約制の詳細は、センターホームページをご覧ください。

面接授業 10/15～2/2

単位認定試験（学部・大学院） 1/14～21月曜、祝日、学長又はセンター所長が定めた日閉所

10/9　オンライン（Zoom）で実施入学者の集い
新規入学者ガイダンス

※自宅受験にて実施

政府からの要請あり

窓口業務
（証明書発行、学生証等）

10：00～12：00
13：00～16：00 利用停止　※110：00～12：00

13：00～17：30

図書・視聴学習室 10：30～12：30
14：30～16：30 利用停止10：30～12：30

14：30～16：30

電話受付 　9：30～12：00
13：00～17：30　※2

多目的学習室・学生ロビー 利用停止　※3

政府からの要請なし
緊急事態宣言期間まん延防止重点措置期間感染予防対策期間

※2学期学位記授与式 本部主催で
3月下旬開催予定

図書・視聴学習室
のみ閉室 12/26、3/29～31

10 October

火月 水 日

11 November

12 December 1 January

2 February 3 March

土木 金

火月 水 日土木 金

火月 水 日土木 金

火月 水 日土木 金

火月 水 日土木 金

火月 水 日土木 金

＊ ＊ ＊ ＊ 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

＊ ＊ 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 ＊ ＊

＊ 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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